
2024
8.24（

土) 東京都江東区青海2-3-6

日本科学未来館
7F 未来館ホール

開会 閉会13:00
※開場12:30

16:20 中学生/高校生/大学生/一般対象

参加方法
(ハイブリット方式)

参加
無料 オンライン視聴

現地参加①

②

要事前申込
※理研ウェブサイトからお申し込みください

理研ウェブサイト
https://www.riken.jp/pr/events/
events/20240824/index.html

主　催　国立研究開発法人理化学研究所
問合せ　国立研究開発法人理化学研究所 広報室 event-koho@riken.jp

※プログラムの内容に変更が生じる可能性があります
※講演は全て日本語で行います（同時通訳サービスはありません）

革新知能統合研究センター
目的指向基盤技術
研究グループ 
音響情景理解チーム 

吉井 和佳
YOSHII  KAZUYOSHI
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生命機能科学研究センター
バイオコンピューティング
研究チーム

神田 元紀
KANDA GENKI

脳神経科学研究センター
脳発達分子メカニズム
研究チーム　

下郡 智美
SHIMOGORI TOMOMI
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研究者の“わくわく”が未来を紡ぐ
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現地参加者限定！オリジナルノベルティプレゼント

AIでひらく未来への扉



研究者の“わくわく”が未来を紡ぐ

AIでひらく未来への扉

交通案内
https://www.miraikan.jst.go.jp/visit/location-directions/

現地参加の注意事項
※本講演会をYouTubeでライブ配信します。その際、現地会場の様子が映ります。
※当日の講演会の様子を動画や写真で撮影し、理研のウェブサイト、印刷物等に掲載させていただく
　ことがあります（掲載の際は個人の特定ができないように配慮いたします）。
※各種メディアによる取材・撮影が行われる場合があります。
※講演会へのご参加は無料です（日本科学未来館の常設展、特別展、ドームシアターへの入場には別途料
金が必要です）。

日本科学未来館のミュージアムショップで、理研グッズを販売しています。講演会の思い出にぜひご利用ください。

本講演では、AI技術が子供の脳発達に与

える影響について、最新の研究を基に探り

ます。A Iが教育や生活に与えるポジティ

ブな効果として、個別化学習や認知機能

の向上が挙げられますが、一方で、過度の

スクリーンタイムや依存によるネガティブ

な影響も指摘されています。子供たちの

健全な成長を支えるために、バランスの取

れたAI利用方法や保護者の役割、社会的

責任についても議論します。質疑応答を通

じて、参加者との意見交換も行い、AI技術

の未来と子供の発達に対する持続可能な

アプローチを提案します。

AIと子供の脳発達
～可能性と課題～

脳神経科学研究センター
副センター長
脳発達分子メカニズム研究チーム
チームリーダー

下郡 智美

最近、カメラやマイクを搭載したスマート

グラスが各社から発売されています。この

ようなモバイルデバイスは、手軽に映像を

記録できたり、ナビゲーション情報を表示

できたりするので大変便利です。しかし、

スマートグラスは単なるセンサー・ディス

プレイではありません。ここにAI機能が搭

載されたら、私たちの生活はどう変わるで

しょうか。本講演では「音」に着目して、自

宅、オフィス、路上、パーティ会場など、ど

んな場所でも相手の声を聞きやすくして、

音声コミュニケーションを支援する機能を

実現する試みについて紹介します。

革新知能統合研究センター
目的指向基盤技術研究グループ 
音響情景理解チーム 
チームリーダー

吉井 和佳

スマートグラスによる
人間拡張

AI・ロボットによる
科学の自動化と次世代化

私の研究室では、ロボットやAIを使って研

究を自動化しています。最近は、再生医療

で利用するための細胞を育てる条件を、

人間無しに試行錯誤する双腕ロボット・

AIシステムを開発しました。ロボットが培

養した細胞は臨床研究で人間に移植され

ています。研究の自動化技術は、実際の医

療現場や研究現場で使われ始めているの

です。このように、ロボットやAIが研究を

するようになると人間は用無しになるので

しょうか。どうやらそうではなさそうです。

ロボットやAIと一緒に研究するとはどうい

うことなのか、一足先にその未来をのぞい

ている私から、思うところを紹介します。

汎用ヒト型ロボットLabDroidまほろ：人間と同じ道具を使う
実験ロボット

生命機能科学研究センター
バイオコンピューティング
研究チーム
上級研究員

神田 元紀

13：10 -13：50 　【講演1】吉井 和佳
13：50 -14：00 　休憩
14：00 -14：40 　【講演2】神田 元紀
14：40 -14：50 　休憩
14：50 -15：30 　【講演3】下郡 智美
15：30 -15：40 　休憩
15：40 -16：20　　全体ディスカッションおよび質問セッション
16：20　 　　閉会

12：30 　　　　　　開場
13：00 -13：05 　開会あいさつ　理事長 五神真

親から鳴き方を学ぶマーモセットはAIから正しい鳴き方を
学べるのか？

スマートグラスがリアルタイムで音声を文字に書き起こし
ている様子

プログラム ※講演は25分間、その後15分間の質疑応答がございます。


